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第１８回会長挨拶 
                           

    棚澤 正行 
 
 皆さんこんばんは、まずは報告から 
 今週の月曜日に熊谷ＪＣの新年会に参加し

てきました。 
 岡部さんのおいごさんの聡史さんが第５９

代理事長に就任しての第一例会でした。 
 ＲＣとしては熊谷ＲＣと南ＲＣのみでした、

市長をはじめとして商工会議所会頭松本光弘

さん、本田ひらなおさん、田並県議、森田県議

他の来賓、ＪＣのＯＢの方々、日本ＪＣや全国

大会の主催地の小田原ＪＣの方々が参加して

おりました。 
 当クラブからはＰＩＰの代表として植竹副

幹事が参加され活躍しておりました。 
 岡部理事長や、熊谷ＲＣ会長の御子息の上林

浩太郎さん他の挨拶を聞きましたが今回の式

次第のタイトル通り「元気！！」でした。初め

てＪＣの催しに参加しましたが、ひとつひとつ

の動作とかもマニュアル化されているのか体

育会系の大変気持のよい例会でした。 
 その日植竹さんに紹介いただいた、街づくり

実践委員長の新井さんが共同事業で何かでき

ないかということで、今度当クラブへ打ち合わ

せをかねて御来訪頂けるそうなので、将来入会

しそうな人を連れてきてと話しておきました。 
 
 本日、大安なので新井会員の会社に南ロータ

リークラブ会長として火事見舞いに行ってま

いりました、 
 仮事務所を奥の駐車場につくり営業されて

おりました。元会員の遠藤さんとそこで会い一

緒に昼食をとり、せっかくなので火事の現場を

見学させてもらってきました。一階はなんでも

ないのですが、2Ｆ，3Ｆは中身だけ全焼してお
り３階は椅子や机が熱で溶けておりました。机

の中や棚の中のものは焦げておりその中にあ

った山口年度の会報総集編のＤＶＤがケース

は溶けているものの、表紙の山口副会長の笑顔

は無事だったのが印象的でした。 
因みにＳＥＣＯＭの防犯カメラが入っており

ました。 
 
 本日のプログラムは年間４回はすることに

なっているクラブ協議会です。 
各委員長による上半期の反省と下半期への抱

負を発表して頂きます。 
委員長さんこの後よろしくお願いします。 
 
 
 

幹 事 報 告 
     
          渡邊 藤男 
 
１． 地区より 
＊ ポリオ撲滅チャリティゴルフコンペ開

催のご案内 
＊ ２月のロータリーレート １ドル＝９

０円 
＊ 学友会ニュース１３５・１３６号 
＊ ハイライトよねやま１１９ 

２． 熊谷市より 
＊ 第２０回記念熊谷さくらマラソン大会

協賛金交付申請書 
３． 熊谷市美術家協会より 
＊ 賞状・賞品の下付申請について 

４． 熊谷市国際交流協会より 
 ＊シェイクハンズ No.５９ 
５． 妻沼高校より 
 ＊埼玉県立妻沼高等学校インターンシ   
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 ップ意見交換会の開催について 
６．ロータリー文庫運営委員 
 （第２７２０地区パストガバナー） 
  前岡志郎様より 
 ＊日本 RC認証順位一覧 
          以上が届いております。 
 
 

クラブ協議会 
 

クラブ管理運営委員会 
   常任委員長 岡部俊之 
 
活動計画書にありますように、 
 
３． 囲炉裏端風 IDM により各委員会の意志

の疎通を計る 
出席・ニコニコ委員長さん、プログラム委員長

さん、会報委員長さん、会員増強委員長さん、

それなりに実績のある委員長さんで、クラブを

効果的に運営するための活動を展開してもら

ったと思います。 
 
１．家族と一緒に楽しめる[和]のある親睦活動  
家族一緒でなかったから楽しめたあの 屋形船、
ベストな企画ではなかったかなあと！その割

には誕生日の御祝の歌を忘れてしまったりそ

れを気づかなかった私反省してます。 
 
２．何が何でも３０人粘り強く会員増強 
５クラブ一緒のあのXmas家族会３００人余り
が一緒に酔い、あの盛り上がりは多数の会員を

有することが個々にロータリーのパワーにな

る事を立証したのではないか。頭はすでに会員

増強を目指して活動をしていきます。 楽しく
なければロータリーでない、親睦活動費も残っ

てますので、もう一回親睦飲み会を奥田委員長

お願い致します。 
親睦委員会 委員長 奥田尚幸 
 
親睦活動がんばりましょう 
 
 
出席ニコニコ委員会 委員長 高田直樹 
 
棚澤年度の会長方針に従いまして、会員の増強

に伴う、出席の促進を図るべく活動をして参り

ました。 
会員増強につきましては、皆様のご努力、ご協

力を頂きまして、見込み会員の方々を含めて大

変成果を上げていただいております。それに伴

う出席促進につきましても、今まで以上の出席

率向上がされており、上半期 ％という推移を

保っていただいております。 
この事からも例会についてのプログラム、親睦、

会場、各委員会の皆様によるご協力のおかげで、

出席したいという例会の雰囲気作りの成果を

あげているものと考えております。 
ニコニコのご投函につきましても、出席の向上

とともに多くの皆様よりご協力を頂いており

ますが、引き続きプライベート、会社の宣伝等

を含めてご利用を頂きますようお願い致しま

す。 
 
 
会員増強委員会 委員長 萎沢利行 

 
棚澤正行会長の「不況に負けないロータリア

ン」の方針のもと棚澤年度が運営されておりま

す。 
 棚沢会長は、ロータリークラブ会員数 30 名
が地区ロータリークラブの基準になりつつあ

ると考えています。そして、熊谷南ロータリー

クラブの会員数を 30 名に増強したいとの年度
方針を提唱しました。会員増強委員会もこの方
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針を実現すべく会員の皆様のお力をお借りし

て活動してきました。 
 2570 地区熊谷ロータリークラブの概要、活
動内容ロータリアンとなって 10 のメリット、
ご入会をお勧めする理由、入会申込書、入会予

定者資料、それに加えて RI2650地区会員増強
委員会が発行したロータリークラブへお入り

になりませんか？の小冊子をひとまとめにし

たわかりやすい資料を作成していただきまし

た。これらが会員増強に役立つことを願いなが

ら活動しています。 
 1 月 13 日より中島勉会員が入会されており
ます。4 月から長谷川様が入会していただける
ことになっていて心強いしだいです。棚沢会長

の会員数を 30 名に増強したいとの年度方針を
実現すべく一層の協力をお願いいたします。 
 
 
会報・広報（IT）委員会 委員長 植竹知子 
 
基本方針に基づき、動き出したものの、クラブ

の認知度を上げるといっても、プレスリリース

するには自立事業少なく、魅力ある新聞ネタが

なくては記事にとり上げてもらう訳にはいか

ず、ジレンマです。 
 
活動計画の、 
1,会報の発行は、会長の方針にのっとり、デー
タ作成のみでプリントはせず、ネット公開にし

て半期が過ぎましたが、毎週追っかけでありま

すので大変です。毎週の発行に追われて、反省

する間もありません。只、せっかく作成しても、

ネットのみだと、例会時皆さんに見て頂けなく

て、少しさびしいです。 
 
2,HP については棚澤会長の方で動いてくれて
います。 

 
3,魅力ある事業から考える必要ありです。新聞
ネタになる事業を考えていかないとなりませ

ん。 
 
4,入会パンフレットは、デザイン、データ作成
までを致し、事務局で、プリントしてもらい、

皆様に配布しました。 
  
 
奉仕プロジェクト 常任委員長 澤田將信 

 

お世話になります澤田です。先週の新年例会欠

席ですみませんでした。 

私は西伊豆で楽しんでいました。申し訳ない。 

  

さて棚澤年度の奉仕プロジェクトの委員会活

動では職業奉仕、社会奉仕の岡本委員長さん 

国際奉仕の佐川委員長さんの事業計画のもと

前期の活動も達成し後期も会員の協力を頂き 

計画どおり遂行できると考えております。棚澤

会長しっかり支えながら会員皆さんと頑張り

ましょう。 

 

 
職業奉仕・社会奉仕委員会  
           委員長 岡本庄一郎 
 
職業奉仕委員会 
 
現在、日本経済、又、地域の地方経済は非常に

厳しい状況におかれています。逆にその厳しい

中で、業績を上げている会社もあります。１０

月の職業奉仕月間に先がけ、昨年９月３０日に

ハイデイ日高行田工場見学会を催し、多数のメ

ンバーに参加頂きました。昭和４８年に一介の

ラーメン屋から起業し、３５年間で年少２００

億円の企業に育て上げました。そこで何かをつ
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かみたいものです。 
 
社会奉仕委員会 
 
昨年９月１６日、熊谷駅前の献血センターで献

血、多数のメンバーに参加頂きました。今後と

も地域社会奉仕の一環として、積極的に継続し

ていけたらと思います。 
１１月６日にはムサシトミヨの越夏調査の見

学、久下小学校にて立ち会いました。本年度は

例会としてではなく、有志にて参加としました。 
その２日後、１１月８日（日）には、移動例会

として「第１２回荒川の恵みと熊谷を考える集

い」に参加、荒川土手ゴミ拾いに参加致しまし

た。南ロータリーとして棚澤会長、渡邊幹事、

高田エレクト、岡本を含め合計４名のみの参加

でした。環境問題を重視する南ロータリーとし

てはさびしい限りです。 
 
今後の件として、来る１月３０日（土）には第

２回職業奉仕部門セミナーが、国立女性教育会

館で行なわれます。テーマは事業運営と職業倫

理です。 
又、社会奉仕委員会として、継続事業である桜

の植樹を３月１７日（水）１１時より行ないま

す。今回は南ロータリー発足１３年目となり、

１３本目の植樹を別府沼公園で行ないます。別

府沼公園に於いては３本目です。市の公園緑地

課より２名参加されます。又、橋本造園様にお

願いしてあります。それぞれ連絡済みです。メ

ンバー多数のご参加お願い致します。 
 
 
国際奉仕(新世代）委員会 委員長 佐川 順一 

 
２００９年度、当委員会ではクラブ伝統の青

少年交換留学生の支援をメインに活動を行っ

てまいりました。新規留学応募者はいませんで

したが、オーストラリアのメル・ローダーが６

月、熊谷をプライベートで訪れ、家族と共に旧

交を分かち合えたことが有意義でありました。 
９月、嵐山、婦人女性会館において前年度留

学生、帰国報告会がありました。式上、RI全地
区において年 5万ドルの奨学金の出る修学生候
補７０人の中に当２５７０地区より二人の候

補者選出が発表されたことは大きな喜びであ

りました。 
１１月、商工会議所において恒例の熊谷市国

際交流委員会主催の外国人スピーチコンテス

トが行われ、会長から賞が贈られました。 
１２月、当地区よりブラジルに派遣され、そ

の後、メキシコにも留学した滝島愛さんが当ク

ラブを訪れ、スピーチを行いました。 
ハイチでは未曾有の大地震に見舞われ、国際

機関からの救援活動も盛んに行われています。

ロータリークラブとしてもなんらかの支援を

すべきであると思います。RI、地区からの支援
要請が待たれます。  以上 
 
 
財団・米山常任委員会 常任委員長 
ロータリー財団委員会 委員長 馬場孝 
 
棚澤会長年度ももう半期が終わりましたが、

前期の活動は9月13日(日)に女性会館（嵐山町）
で行なわれた第 1回ロータリー財団セミナーに
棚澤会長と一緒に出席しました。 
また 11月の財団月間の 11月 4日(水)に国際

親善奨学生・愛 アルジャー（2008～09メキシ
コ国立自治大学・哲学文学部留学）さんに帰国

報告の卓話をいただき、奨学生の活動を会員の

皆様にご理解いただいたと思います。 
寄付に関しましては、ベネファクターを棚澤

会長、米山奨学金を島﨑委員長と岡部パスト会

長にお願いし、すでに払込を終えております。

ありがとうございました。 
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ポールハリスフェローは今年度 2～3 名を予
定しておりますが、1 名は私（馬場）がお受け
いたします。残りがまだ決まっておりませんの

で会員の皆様にお願いにまいります。 
よって、後期はポールハリスフェローの完納に

努めます。 
以上 よろしくお願いいたします。 
 
 
米山奨学委員会 委員長 島﨑次弘 
 
 棚澤年度の米山奨学委員会は、7月 12日（日）
に東松山の紫雲閣において行なわれた、地区米

山奨学部門のセミナーから始まりました。その

時の内容については、その後の委員会報告で詳

しくお話させて頂きました。 
私自身米山奨学制度についてはそう詳しく

は知らず、米山奨学制度や奨学生に批判的な意

見も耳にしておりましたので、最近の米山奨学

制度はどうなのかな？と若干良くない先入観

も持っていました。しかしセミナーで、これま

で骨を折って来られた地区の方々のお話や、30
人近くいた奨学生達全員の 3分間スピーチを聞
いて、短時間のスピーチではありましたが、各

奨学生たちが感謝の気持ちを持って各人の目

標に向かって取り組んでいることを聞き、ある

程度私の誤解も解け、改めてまじめに取り組ん

でいる大事なプロジェクトだと言う認識が持

てました。 
それと今年度というか例年の大事な活動で

もあります米山功労者の寄付は、今年度は 2名
を目標にしまして、早々と岡部パスト会長に快

く引き受けて頂き、もう 1 名は私が引き受け、
すぐに入金して地区へ送金致しました。おそら

く、これまでで一番スムーズに決まり、一番早

くに送金できた年度だったのではないかと自

負しております。岡部さんご協力ありがとうご

ざいました。 

もう一つ米山奨学委員会の大事なプログラ

ムである米山奨学生の卓話を 11月 18日(水)に
行ないました。講師は 7月のセミナーの時に棚
澤会長とこの人が良いと選んだ韓国の金

キム

在
ジェ

根
グン

さんにお願いしました。卓話の内容はまだ皆さ

んの記憶にも残っていると思います。障害者介

護の仕組みを日本で勉強して、その分野でかな

り遅れている祖国韓国で役立てたいという夢

を、その明るいキャラクターで失敗談も交えて

熱心に語ってくれました。帰りに森林公園駅ま

で送り、車の中でいろいろお話をさせて頂きま

したが、彼のまじめに取り組んでいる人柄が良

くわかり、こういう奨学生なら応援したいな、

と改めて私にも良い気持ちを与えてくれまし

た。 
このように米山奨学委員会の活動は、上半期

でほとんど消化してしまいましたが、下半期も

セミナーや奨学生に関するニュースがあれば、

また時間を頂き皆さんに報告したいと思いま

す。 
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棚澤正行会長・渡邊藤男幹事 

中島さん先週は急な入会祝いに参加頂きあ

りがとうございました。岡部さんと山口さん

の毒演会は別として、中島さんは南クラブに

とってふさわしい新入会員であると実感し

ました。３次会付き合えないですいませんで

した、また飲みに行きましょう！ 
岡部俊之会員 

 先週は楽しんでしまいました。毎日が楽しく

てしょうがないのです。 
佐川順一会員 

 本日のクラブ協議会、原稿代読で失礼いたし

ます。別の会議出席のため、早退させていた

だきます。宜しくお願い致します。 
植竹知子会員 

 何気ない普通の話が心にしみ透る人とのふ

れあいエピソードの朗読コンサートのチラ

シとポスターが出来ましたので、皆様の事業

所等ではったり、知人に配ったりして盛り上

げて下さい。チケットも委託でOKですので、
お付き合い下さいませ！ 

馬場孝会員 

 本日は財団で発表します。皆様ポールハリス

フェローにご協力をお願い致します。 
澤田將信会員 

 今年も宜しくお願い致します。 
高田直樹会員 

 本日もご投函ありがとうございました。引き

続き棚澤年度下半期もよろしくお願い致し

ます。 


